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30015BC2  
 

優良品種作出と種苗供給の安定化による 
国産ワカメ養殖のレジリエンス強化と生産増大 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 吉田 吾郎 
 
２ 研究期間：令和３年度～令和６年度（４年間） 

 

３ 研究目的 

気候変動の影響や高齢化による担い手不足による減産が顕著なワカ

メ養殖において、新品種による地域ブランドの確立と、環境適応力の

高い養殖技術を開発・普及し、生産の増大をはかる。 
 
４ 研究内容及び実施体制 

① 養殖ワカメにおける効率的な交雑育種技術と現場ニーズに応える優良株の開発 

フリー配偶体の交雑により、高温耐性と高収穫性を合わせ持つワ

カメや、色調、食感等において優良特性を有したワカメを作出する。 
（水産研究・教育機構、大阪府立環境農林水産総合研究所、徳島県） 

 
②ワカメ種苗生産・育苗過程の隘路の徹底解消と健苗性向上技術の開発 

LED や陸上育苗等の新技術を導入し、気象・海況の影響を受けず、

健康な養殖用ワカメ種苗を安定・効率的に供給する技術を確立する。 
（徳島県、徳島大学、水産研究・教育機構、高知工業高等専門学校） 

 
③食害魚の出現と物理環境の関係解明による食害回避・防除技術の開発 

減産の要因となる魚類の食害について、その発生を予測し回避す

る技術や、魚類への威嚇・直接防護等、有効な対策技術を開発する。 
（水産研究・教育機構、徳島県、大阪府立環境農林水産総合研究所、徳島大学） 

 
５ 最終目標 

① 作出した優良ワカメの特性を評価し、品種登録をめざす。②健 

苗性の高い養殖用種苗の安定供給（歩留まり 90％以上）を実現。③ 

予測・監視・防除による食害対策を確立し、ガイドライン化する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

地域ブランドの確立と生産の隘路（種苗不足・食害）の解消により

養殖生産の増大を達成し、国産ワカメの消費者への安定供給と、養殖

経営の安定化およびそれを通じた地域社会の活性化を実現する。 
 
【連絡先 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 095-860-1600】 



 

30015BC2 優良品種作出と種苗供給の安定化による 
国産ワカメ養殖のレジリエンス強化と生産増大 

 

 
 
 
 
 


